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【目的】女性が男性精子に 対する抗体 を もち、そ の

た め に 妊娠が著 し く障害さ れ る不妊症があ り、 他に

異常 の 無 い 不妊症の 約15％ が こ の 原因で 占め られ．て

い る。患者血中 の 抗精子抗体の なかで も補体存在下

で の精子細胞障害能を有する精子不動化抗体が検 出

される症例が不妊症をもっ とも強く発症する 。 女性

側に精子 に対 して 備 わっ て い るtoleranceの 何 らか の 破

綻が こ の精子不動化抗体の産生 を誘導し、 自己免疫

疾患 と同等の 発症 メ カニ ズ ム がある と想定した 。 そ

こ で 、多 くの 自己免疫疾患がHLA 遺伝子に拘束性を

持 っ て い る こ とから、もっ と も多型性に 富むHLA −

DRB1 に つ い て患者の 遺伝子型を検討 した 。

【方法】精子不動化抗体が確認 さ れ た不妊症女性患

者 30名に つ い て 、 末梢血 か ら採取 したDNA をもちい

て SSOP 法に よ りHLA ・DRB1 遺伝子型 の タ イ ピ ン グ を

行 っ た 。 対照は正常人493人 に つ い て 同等 の タイ ピン

グを行 っ た もの を用い た 。

【成績】精子不動化抗体をもつ 不妊症患者は 、

DRB 　1＊0901遺伝子以外 い ずれの DRB 　I遺伝子 の 頻度 に

も対照群 と全 く差 が見 られなか っ た。しか し、

DRBI ＊0901の 遺伝子頻度は24，1％ と対照群13，1％ の倍

近くあ り、統計的処理に て も、 X2＝ 4．88，　p ＜ O．028

と明らか に有意 で あっ た。

【結論1精子不動化抗体が原因の 不妊症 に お い て、

HLA −DRBI が疾患感受性遺伝子 である可能性が有

り、自己免疫疾患 と同様の メ カニ ズ ム が この 不 妊症

を惹起 して い る と考えられ る 。 更に、DRB 　1と連鎖が

ある と言わ れ る HLA −DQAI ，DQBI に つ い て 、現在検

討中で ある 。

旧 的1器質的異常を否定された反復流産患者が挙

児に 至るか否かに つ い て は心理社会的因子 の 関与

も想定されるの で 、我 々 は2回の 反復 自然流産を経

験した夫婦 に おい て 第3回妊娠 に影響する心理社会

因子の前方視的研究を開始した。【方法】2回の自然

流産を経験 した夫婦に対 して、告知同意 を得て．

心理社会的お よび精神医学的因子を調査する半構

造化面接を第3回妊娠前、第3回妊娠直後、および

流産または出産の 3ヶ 月後に行な う。［成績129組の

夫婦におい て 第1回調査面接を終了した。今回は第

1報 として第 1回、第 2回流産の 心理的影響とこれに

関与する 心理社会因子をス テ ッ プ ワイズ重回帰分

析により検討 した。第 1回流産の 妻に対する心理的

影響は、結婚前の交際期間が長い ほ ど （β・
−O，5概

Pく0．OO1）．妊娠 した時に流産するの で はないかと

い う心配を持 っ て いない ほど （β・O．　4＆ Pく0．001〕、

流産後に手伝っ てくれた人が少な いほど（β
・0．28，

P・O．005）、言動で妻の気分を害した人が少ない ほ

ど（β・O．　29，P・O．　OOI）、家賃の い る人ほど（β・
−

0，26， P・O．　OO3）、マ イナスの影響が大きか っ た

（Adjusted　 R2・O．93〕。第2回流産に つ い ては、青年

期に出産は重要な こ とだと考えて いた人ほど（β・−

0．54，P・O．003）、青年期 に 職業に つ い て 思い 悩 ま

なか っ た入ほど（β・O．43，P・O．Ol5｝、マ イナス の 影

響が大きか っ た　（Adjtisted　R2・o．38）。また．第 1回

流産のマ イナ ス の影響が少な い 人ほ ど、第2回妊娠

時の在胎週数が長くなっ て い た　（r・0．4置，P・O．　CB）。

【結論】流産の 影響度には種 々 の心理社会因子が関

与して い るこ と、さらに この 心理 的な影響度が次

回妊娠時の在胎週数へ 関与 して い たことから、反

復流産に おける psycho −・nellre −tmamuno−endocrine

netvork が示唆されたb
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